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Erysiphe graminis DC.の formspecies聞の
和合性および formspecies間交雑により
形成された子のう胞子の寄生力
日 浦 運 治
大麦のウドンコ病菌 Erysiphegraminis f. sp. hordei，小麦のウドンコ病菌 Erysiphe
graminis f. sp. tri・ticiおよびカモジグサ・のウドγコ病菌 Erysiphegraminis f. sp. 
agropyriはそれぞれ大麦， 小麦およびカモジグサだけにしか寄生せず， 交互接種ができ



















ライ麦にはそれぞれ tritici.agropyriおよび secalisを筆で接種する. 3-4日:後，薄
い菌叢が見えはじめた時，交配しようとする培養の分生胞子を，見え始めた萄叢上に筆で、
振りかけて交配した.交配すべき分生胞子は，あらかじめ試験管内の幼苗上に形成させて
用意して置く. 交配および子のう殻形成状況は， 交配後10日. 14日および20日目の 3
















form specles聞の和合性第1表の H，A，S，および Tはそれぞれ hordei，agropyri， 
seca/isおよびかiticiの培養を示し，大文字および小文字はそれぞれの fonnspecies内
における相対する 2つの交配型 Mtおよび mtを示す。第H優に示したように， 大麦
(黒麦148号〉に hordei(Hlおよび h.，)を接種し， 現われた薄い菌綾上に hordei10 
矯養の分生胞子を振りかけてやると，子のう殻形成の有無によりそれぞれの組合わせを2
つの群に分けられる. 1つの群は，交配後7-10日目に白色鰍密な菌叢が発達し始め， 2 
週間後には淡褐色の小さな子のう殻が見え始め， 20日後には正常の大きさの成熟した黒
色の子のう殻を形成する.他の1つは，全く変化が起らない組合わせである.この結果か
ら， fonn species hordei内では，それぞれの培養の交配型を，Mtと mtの2つの群に
明瞭に区別できる. ところが，カモジグサ (Agropyrontsukushiense var. transiens)， 
ライ麦(ベトクーサ・ー〕および小麦(LitleClub)にそれぞれagropyri(Alおよびa2)，






と他の 3つの fonns伊cies-agropyri，seca/isおよびtritici聞では，それぞれの fonn
species内の交配型に関係なく， どの組合わせにおいても菌糸接合が起こると考えられる








れなかった.つぎに.agrotyri， secalisおよび triticiの酋叢上に agrotyri，socalisお
よびかiticiの分生胞子を振りかけた場合は， form species内および formspecies関空
配共に，例外なく相対した交配型の組合わせにだけ交雑が起こり，白色鰍密薗叢中に成熟
第 1表 Eηsipho gγaminis f. sp. hordei， agropyri， s官官。/isおよびtritici
の矯養を相互に交雑した場合の白色徹密酋重量および予のう殻形成状況
交配が行なわれた宿主植物|大変 ア手 ライ麦 小麦 大変 ア手 小麦
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第1図 Erysiphegraminis f. sp. hordei 
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験し.hordeiと3つの formspecies-agrotyri. secalisおよび tritici聞に，北米産の
培養について観察されたと同様の関係があることを明らかにした. 実験に使った hordei
の大麦品種に対する病原性は， h9を除くと，すべて北米産の hordeiと顕著な差がある.
また，日本産の agroþyri は ~ropyron reponsを全然侵さないが，北米産の agropyri
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たので， それらの子孫の和合性に関して実験できなかった。 agrotyrix hordeiあるいは
tritici x hordeiの子孫の和合性について実験できれば， 上述の推論が正しいか否かは白
から明らかになるであろう.
供試した大麦のウドンコ病菌の培養 hordeiはカモジグサや小麦を侵すことができなか
った. それにもかかわらず， カモジグサや小麦の葉上で hordeiの分生胞子が agrotyri
や triticiと交雑し，子のう殻を形成した. 寄生できない植物上で，どのようにして菌糸
接合が起こり， 核が増殖して行くかということは極めて興味ある問題である. Moseman 





た formspecies間交雑は，宿主植物が比較的近縁関係にある agrotyrix triticiおよび
secalis x triticiの組合わせであり，宿主槌物が遠縁にある agrotyrix hordeiあるいは
secalis x hordeiは， 仮定された遺伝子型からすれば当然稔性でなければならないが， 厳
密な意味では不稔であった.Mosemanらの推論をかりると，カモジグサやライ麦は，そ










日本産の Erys~ρhe. graminis f. sp. horde.i， agro.ρ'yri， se.calisおよび triticiを，そ
れぞれ一方の親培養しか寄生できない植物上で交配させ， form species聞の和合性を試
験した. agro.ρ'yri， se.calisおよび triticiの3つの formspecies間では， それぞれの
form species内における交配型がそのまま formspecies聞にも通用するが，horde.iと
他の3つの formspecies間では， form species内における交配型には関係なしすべ
ての組合わせに菌糸接合が起こった. しかし， この場合も， 子のう殻形成の有無に関し
ては， それぞれの formspecies内の交配型が通用した. これらの結果は，北米産の




子と他の 3つの formspeciesのそれは異なったものであることを推論した. agro.ρ'Yrix 





repensおよび A.tsukushiense var. transiensは国立遺伝学研究所の坂本寧男博士から分譲いただ
いた.厚く御礼申し上げる.
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